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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

吉
よし
田
だ
　　伸

しん
　議員

本町、中町通りの復興対策は

答 賑わい創出に着実に進捗している

吉
田　
①
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
か
ら
本
町
、
中
町

通
り
の
復
興
対
策
の
野
崎

町
長
の
方
針
を
伺
い
ま

す
。

②
各
審
議
会
の
現
在
の
進

捗
状
況
と
地
域
町
民
の
理

解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
①
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、
中
町
に
は
災
害

公
営
住
宅
３
棟
及
び
第
１

区
自
治
会
館
、
本
町
に
は

大
正
ロ
マ
ン
の
館
が
完
成

し
、
奥
州
街
道
の
景
観
形

成
も
含
め
、
街
中
の
賑
わ

い
創
出
と
い
う
目
標
に
向

け
、
着
実
に
進
捗
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
複
合
施
設
や
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
の
相
乗

効
果
で
、
計
画
目
標
の

「
魅
力
と
賑
わ
い
の
あ
る

中
心
市
街
地
と
し
て
の
再

生
」
が
図
ら
れ
、
奥
州
街

道
に
、
か
つ
て
の
賑
わ
い

が
創
出
さ
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　
②
矢
吹
町
複
合
施
設
整

備
検
討
委
員
会
は
、
複
合

施
設
が
、
町
の
玄
関
口
で

あ
る
矢
吹
駅
近
く
に
位
置

し
、
旧
奥
州
街
道
へ
面
す

る
場
所
に
建
設
さ
れ
、
町

を
代
表
す
る
新
た
な
核
と

な
る
こ
と
か
ら
、
将
来
世

代
に
、
町
の
資
源
と
し
て

確
実
に
引
き
継
げ
る
よ

う
、
整
備
、
運
営
方
針
に

つ
い
て
、
調
査
、
検
討
を

行
い
、
基
本
計
画
や
基
本

設
計
に
反
映
さ
せ
て
い
く

も
の
で
す
。
ま
ち
づ
く
り

や
生
涯
学
習
に
、
日
夜
取

り
組
ん
で
い
る
、
各
種
団

体
の
代
表
な
ど
12
名
で
構

成
し
、
第
１
回
検
討
委
員

会
で
は
、
課
題
や
要
望
が

出
さ
れ
議
論
を
深
め
ま
し

た
。
今
後
も
、
町
民
及
び

利
用
者
の
代
表
と
し
て
意

見
を
集
約
し
、
本
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
、
利
用
者

に
喜
ば
れ
、
愛
さ
れ
る
複

合
施
設
を
目
指
し
、
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉
田　
①
矢
吹
中
学
校
に

お
い
て
、
立
志
式
が
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
立
志
式
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。
②
他
市

町
村
に
お
い
て
も
行
わ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
生
徒
の
自
覚
が
変
わ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
教

育
長
の
方
針
を
伺
い
ま

す
。

教
育
長　
①
古
来
の
「
元

服
」
に
な
ら
い
15
歳
を
迎

え
る
前
の
中
学
2
年
生
時

に
志
を
立
て
、
自
分
の
将

来
に
向
け
、
精
神
的
な
支

え
に
し
よ
う
と
行
う
儀
式

で
、
昨
年
12
月
16
日
に
、

第
４
回
目
を
数
え
ま
し

た
。　

　
多
感
な
時
期
に
、
将
来

に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

今
の
幸
せ
な
生
活
を
感
じ

る
こ
と
や
、
厳
し
い
現
実

を
乗
り
越
え
る
う
え
で
大

奥州街道の景観

立志を誓う生徒代表

矢
吹
中
学
校
の
立
志
式
と
は

答 

志
を
立
て
将
来
の
支
え
に

切
で
す
。
ま
た
14
歳
か
ら

少
年
法
が
適
用
さ
れ
、
個

人
の
自
覚
と
責
任
が
問
わ

れ
る
と
い
う
意
味
を
考
え

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
、

大
人
に
育
っ
て
い
く
準
備

段
階
の
機
会
と
し
て
捉
え

て
い
ま
す
。

　

式
は
、
校
長
の
式
辞
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
の
お
祝

い
の
言
葉
、
生
徒
代
表
の

「
立
志
誓
い
の
言
葉
」
を

普
段
と
は
違
う
厳
粛
な
空

気
の
中
、
整
然
と
執
り
行

わ
れ
ま
す
。
式
の
後
、
生

徒
全
員
が
、
立
志
の
誓
い

に
つ
い
て
作
文
を
書
き
、

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
ま
す
。

②
近
隣
で
は
棚
倉
町
、
西

郷
村
な
ど
で
同
様
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
る
立
志
式

を
、
今
後
も
継
続
し
、
生

徒
の
成
長
を
支
え
、
志
を

高
く
持
ち
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
夢
や
希
望
の
実

現
の
た
め
、
挑
戦
し
て
行

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
応

援
し
て
い
き
ま
す
。


